
 「睦月」には，家族や親戚が集まり，幸せを願いながら仲睦まじく新年を祝　
う宴を催す月という意味が込められています。　 

 
　 　 ～本校の教育課題「子供たちの自己肯定感を高める」ために・・・～ 

子供に『夢と自信』をもたせるコツ 
                　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 校長　 才川　 文秋 
　 9月1日に始まった2学期（８１日間）も，早いもので明日で終了します。保護者の皆様には，この4か月間，

本校の教育活動にご理解・ご協力いただき，誠にありがとうございました。２学期は，秋季大運動会など大き

な行事も多く，子供たちは，それぞれの行事や日々の学習に向けて，自分の目標に向かって一生懸命に取り

組みました。私たちは，この２学期（８1日間）の子供の取組や成長を認め，励ましてあげたいものです。 
　 さて，本校には，「子供たちの自己肯定感が低い」という課題があります。これまでの子供たちへのアンケ

ートや調査（全国学力・学習状況調査など）の結果で，「自分にはよいところがありますか。」という質問に，全

国平均や県平均を下回る結果が見られます。また，本校の教育目標には，「夢や自信に満ちた」という言葉も

あります。では，子供たちに夢や自信をもたせるためには，どのようにしたらよいのでしょうか。様々な考え 
がありますが，以下にその原因や対策（コツ）を紹介します。

【自己肯定感が低い状況や原因】 
・「どうせ自分にはできない･･･」など，自分自身をネガティブ思考で捉え，自分に自信がもてない性格
や，理想が高く，自分自身へのハードルも上げてしまうこと。また，これまでの成功体験や努力して頑張
った経験を自分自身で自覚化されていないことも挙げられます。 
【経験や環境面から】 
・自分自身のうまくできたところに目を向けるような経験や，周囲から認められたり，褒められたりする
ような経験が少ないと自己肯定感は育ちにくいと言われています。 
【自己肯定感を高め，育てるためには】 
・学校では，授業の終末で「わかった自分」「できた自分」の変容を振り返らせ（リフレクション）自分
の取組や考え方のよさに気付かせています。校内研究でも，研究内容としてこの「振り返り」を取り入
れて研究実践を進めています。また，ご家庭では，以下の三つの方法（コツ）も効果的です。 
　①大人（親）の言葉かけ 
　 　 子供が，何か頑張った時に，褒めなくても，それができたことを大人が「～ができたね。」と言って
　 価値付ける。子供は，大人から認められたことに自信をもちます。 
　②夢や目標を設定して実行させてみる 
　 　 大人が価値付けるためには，子供が目標を設定して実行する必要があります。 
　 自分のことやお手伝いなど小さな目標でも子供に設定させることが大切です。 
　③「自分を元気付ける言葉」を親子で考えたり，家族で「よいとこ探し」をしたりする 
　 　 自分自身を元気付けるような言葉を考えておき，何かにチャレンジするときや，失敗してしまったと
　 きに思い出すのもいいです。（「なせばなる！」「ドンマイ！」「何とかなるさ！」など）また，自分ではな
　 かなかよいところを見つけるのが難しいです。「お母さんのよいとこ探し」など，家族でお互いによい
　 ところを探して，それを認め合ったり，感謝したりするのもいいですね。

　明日，子供たちは通知表を持って帰ります。各担任がお子様の２学期の取組や成長を所見に記載していま

す。ぜひ，お子様の２学期の頑張りを認めたり，褒めたりしてください。そして，来年，「もっと頑張るぞ！」

と，希望と期待をもって３学期の始業式に登校させてください。日本人は，外国人に比べてネガティブ思考

が強いとも言われています。ポジティブ思考で明るく元気な年末を過ごし，よいお年をお迎えください。 
 

【冬休み：楽しく充実した休みに！そして清々しい新年を！】 
　 年末年始をはさむ冬休み，正月を親戚の方と過ごそうと帰省される方も多くおられます。慣れない道を運

転される方もおられます。いつも以上に交通安全に注意して過ごしてほしいと思います。また，お年玉など

をもらうこともあるかもしれません。お金の使い方についてもこの機会にしっかり家庭で話し合ってくださ

い。歯科治療も今年のうちに！よろしくお願いします。 
　 お正月は，親戚と新年のあいさつを交わす機会もあると思います。 
　 礼儀を厳とす榕城魂を発揮し，新年らしい清々しいあいさつができるといいなと思います。 
　 １月２日は「書き初めの日」。宿題とは別に，新年の抱負を紙に認（したた）め，見えるところに掲示してはい

かがでしょう。「２学期の自信」と「３学期への夢と希望」をもって１月９日（火）に元気に登校させてください。 
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                           　頑張りました！　持久走大会　 
 

　11月22日(水)に，持久走大会を行いました。この日に向けて練習を重
ねてきた子供たちは，最後まで頑張って走りきることができました。保
護者の皆様のご声援が，大きな力となりました。また，県下一周駅伝熊
毛チームの３名の方にペースメーカーのご協力をいただきました。あり

 がとうございました。
　各学年で１位となった児童を紹介します。（☆は新記録　○はタイ記録） 

    女子     男子      女子     男子
１年 　荒木　緑　   持田華琉愛 ２年 　遠藤　結稀 　山内　恭汰
３年 ○長倉　栞菜 　古市　雄真 ４年 　宮園真志呂   神宮司愛斗
５年 ☆梅本　楓 　持田　琉煌 ６年   藏屋　羽純   柳　　英汰

　立派な門松ができあがりました！　 
 
　12月17日(日)に，おやじ
の会の皆様が門松を作って
くださいました。強い風が
吹き，寒い中での作業とな
りましたが，皆様のおかげ
で正門に立派な門松ができ
あがりました。登校してき
た子供たちも，門松を見る
ことで新年を迎える気持ちが高まると思います。

　1月の主な行事予定　 
 

 　４日(木)　仕事始め
   ８日(月)　成人の日

　９日(火)　始業式　いじめ問題を考える週間～16日 
１６日(火)　鹿児島学習定着度調査【５年】(国・理)　　 
１７日(水)  鹿児島学習定着度調査【５年】(社・算)　　 

             がん教育【6年】
 １９日(金)　英検ＥＳＧ【6年】

 ２５日(木)　種子島中入学説明会【6年】
 ２９日(月)　学力向上推進月間　～2/25

 
　２月の主な行事予定　 

 
 　１日(木)　委員会活動ウォークラリー

   ７日(水)　新１年生入学説明会
 １０日(土)　10歳を祝う会【4年】

 １１日(日)　建国記念の日
 １３日(火)　学校関係者評価委員会

 １６日(金)　県研究公開「教育の情報化」
 ２２日(木)　第３回学校保健委員会

 ２３日(金)　天皇誕生日
 ２５日(日)　西之表市生涯学習市民フェア
 ２７日(火)　第２回幼・保・こ・小連絡会

 ２８日(水)　授業参観・学級ＰＴＡ（上学年）
 ２９日(木)　授業参観・学級ＰＴＡ（下学年）

 
  ※　予定ですので，変更することがあります。

　地域の方とのふれあい活動（６年生）　 
 　

　12月９日(土)に，６年生児童が地域の方とのふ
れあい活動を行いました。いっしょにグラウンド
ゴルフを楽しんだり，子供の頃のお話をしていた
だいたりしました。榕城小学校の大先輩から，昔
の榕城小学校の様子も教えていただきました。話
が弾み，体育館や校庭に大きな笑い声や歓声が響
きわたっていました。ご参加いただいた地域の皆

 様，ありがとうございました。　
 
 
 
 
 
 
 

　第57回種子島相撲大会　 
 

　11月26日（日）に，中種子町営相撲場で第57回
種子島相撲大会が開催されました。榕城小からは,
5年生児童5名が西之表市の代表として出場し,た
くさんの観客の見守る中,すばらしい活躍を見せ

 てくれました。
 
団体戦小学生の部　優　勝　　西之表市 

 個人戦小学５年生の部　優　勝    種子田泰樹
                 　第３位　　中 村 　鉄

　人権について学びました　人権教室  
　12月６・７・８日に人権擁護委員の方を講師にお招きし，２学年ずつの人権
教室を行いました。映像資料を視聴後，感想を発表したり，人権についてのお
話を聞いたりしました。11月27日～12月９日までは「にこにこ旬間」でもあり,
人権に関するミニポスターや標語をもとに,日めくりカレンダーを作成しまし
た。一人一人の人権が大切にされる榕城小学校を目指して，講師の先生から教
えていただいたことを実行していきたいですね。      

　合唱団　ゲリラライブ　 
 
　11月29日(水)の昼休みに,本校合唱団によるゲ
リラライブが行われました。子供たちには秘密で
準備が進められたため,初めて見る１年生は「何
が始まるのかな？」と興味津々の様子でした。合
唱「心から心へ」「すてきな友達」,合奏「アイド
ル」を発表し,アンコールにも応えてくれました。
みんなが足を止め,音楽を楽しむ素敵な時間にな

 りました。


